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一 緒 言

結核牲肺疾患 二於 ケル喀疾 中結核菌 ノ読明 ト其

ノ意義 二就 テノ、、今 日迄屡 ㌃等閑 二附 サ レタ憾

ガア リ、却 ツテ種 々ナ結核 ノ補助診膨法 二主 ラ

オク傾 向 ガアル｡然 ルニ近年、殊 二熊谷 内科 ノ

業績 ニ ヨリ、培 養法 ノ慮 用二依 ツテ喀疾 中 ノ少

激 ノ結核 菌 ノ検 出 ガ容 易 トナ リ、 コ レラ比較的

・ 少籔 ノ結核 菌 力肺結核 ノ登生
、途展、豫後 二重

大 ナ關係 ノアル コ トガ明 カニナツテ、結核研究

ノ上 ニー大 光明 テ齎 ラサ レルニ至 ツ タ｡殊 二結

核初感 染期 二喀疾 申二培養法 ニ ヨツテ ノミ読明

シ得 ル程度 ノ僅少 ナ結核菌 ノ喀出 ガ立 護 セラ レ

其 ノ臨林的意義 ガ閑明 セ ラレル ヨウニナツタ｡

郎 チ岡捨巳氏 α㌧ ・氏等 幽 ノ集團検診 ノ纏験 ヨ

リ、結核初感染殊 二「ッベル クリ ン」反慮 陽性轄

化 ノ時期 二臨林上 ハ勿論、X線 検 査ニ ヨツテモ

著頻肇ラ認 メ ラレナ イモ ノニ、口客疾培 養ニ ヨツテ

結核菌 ノ喀 出 ヲ謹 明 シ得 ル コ ト、且 ツ其 ノ聚落

ノ多 イモ ノガ更 二進 ンデ肺瘍 ユ移行 スル危険 ノ

多 イコ トテ破観 セラ レタ｡最 近貝 田氏(4)モ 亦 、

キ

結核早期嚢 見法 トシテ喀疾培 養 ハX線 所 見蚊 二

「ツ」反鷹 陽轄 二先行 スル場合 ノアルコ トヲ報告

サ レテヰル｡爾 ホ コノ黙 二關 シテハ他 二(5)(6){7)

{8》(9⊃110}藪例 ノ報 告 テ見 ル
｡斯 ク シ テ1927年

Cordierai)ガ 臨 抹上拉 二X線 上所 見ガナ ク喀疾

中結核菌 ノ存 在二注 目 シテ以束、諸墨者 ニ ヨル

同様 ノ癌例報告 ト其 ノ意義 二關 シテノ・塵 々 デア

ヅテ適確 ナ定設 ヲ見 ナカツタノデアルガ、岡氏

等asノ 研究 ニ ヨヅテ、外 見健康 ナ結核菌喀出者

ハ初感染症 デ アル カ或 ヒノ・肺臓 中二陳奮性病竈
ナ

ヲ有 スルモ ノデX線 像 二所 見 ル少 ナ イモ ノデア

ル ト云 フ見解 二到達 シタノデアル｡

サ テ、滲 出性 肋膜炎 ノ原 因ハ既 二明 カナ結核性

肺疾患 ノ存在 シテ之 レニ随俘 シテ束 タヅタ随絆

性肋膜炎 ハ勿論、所謂特獲性肋膜炎 ノ大 多嶽 ガ

結核初 感染二績嚢 スル コ トハ、臨鉢上X線 上熊

谷教授 幽 ニ ョリ、病理解剖學的 ニハ岡治道 ㈹、

沓掛諺 ⑯、川 畠直義as)、Gsel1⑯ 等 ニ ヨリ、結

核 「アレルギー」ノ立 場 ヨリノ・小林義鯉 ・へ 有馬
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教授 ㈹ ニヨツテ甑二明カナコ トデァル｡

斯 ノ如ク、結核 ト密接ナ關係ヲ有スル肋膜炎二

就テ其 ノ喀庚中結核菌 ノ検索ノ・忽セニスルコ ト

ノ出來ナイコトデァリ、且ツ肋膜炎殊二所謂特

登性肋膜炎 ノ病因決定 ノ上二、肋膜炎滲出液 ヨ

リノ結核菌謹明 駐共二訣 クコトノ出束 ナイコト

デァリ、又豫後 ヲ知ル上二、防疫學的二重要ナ

役割 ヲ演ズルモノデアル｡

而 シテ、肋膜炎 二於ケル喀疾 ヨリ結核菌 ノ検索

ノ報告ハ砂 ク、殊二其 ノ臨躰所見、X線 像、生

物學的諸検査、滲出液中結核菌 トノ相關、豫後

等二關 シタ業績 ノ・殆 ンド見受 ケラレナイ｡唯 、

熊谷教授 ⑱》㈹繊ハ 初感染症 ノ喀疾中結核菌 ル

存否ハ肋膜炎 ノ磯生二關係ハナイガ、滲出性肋

膜炎患者 デ肺結核二移行スルモノハ其 ノ喀疾 中

結核菌 ヲ讃明 スルモノガ多 イト稽 サレ、初感染

ニ緬登 シテ駿生 シタ滲出性肋膜炎58例 中3692

%二 喀疲培養結核菌陽性 ノ成績 テ得 ラレ、陽性

者 ト陰性者 ノX線 像 ト其 ノ蓮命テ示サレ陽性者

ハ陰牲者 二比 シテ肺結核 ニナルモ ノノ多 イコ ト

肋膜 炎 ノ遠隔成績 二於 ケル死 亡傘20-30%ト

ー 致 スルコ トハ重大 ナ意義 ノアル コトデアル ト

述 ベ ラ レテ居 ル｡

片 倉、岡氏等(22)ハ 肋膜 炎患者 ノ喀 庚、胃液、糞

便 ヲ培養 シテ其 ノ34.4%二s熊 谷教授 ㈹ ノ、59

例329同 培 養 二》25.8%、 佐 々木b小 川氏 閥

ノ・肋膜炎及 ビ肋腹膜炎27例 中9例 、松 田、新

宮氏1¥P〈2diハ7例 中2例 二夫 々 喀疾培養 陽性例

ヲ報告 サ レテ居 ル｡余 ㈲ モ亦、最近結核 ノ集 團

的検診 テ於 テ、初感染蚊 ニ コ レニ績登 スル肋膜

炎 肉喀疾 中少撒 ノ結核菌 テ培養誼明 セル例 テ報

告 シタ｡◎

余 ノ・本篇 二於 テハ滲 出性肋膜炎 ノ喀 廉培養 ニ ヨ

ツテ得 タル成績 ト「ッベ ル クリ ン」皮 内反癒赤沈

値vX線 像、滲 出液 中結核菌培養等 トノ關係 ラ

検索 シタ｡爾 ホ コ¥ラ 肋膜炎 ノ豫後 二就 テ ノ観

察 へ 肋膜炎滲 出液 ヨリノ結核菌培養 ノモ ノト

合 シテ稿 ヲ改 メテ報告 ズル考 ヘデ ァル｡

二、寅験方法

1)培 養方法及 ピ培養基 ⑳ ⑳｡

喀 疲 ノ、早朝 ノモノテ多 ク選 ビ、喀 出 ノナ イモ ノ

ハ早朝洗面前 ノ含漱液 ヲ用 ヒタガ、多 ク ノ場合

ハ大髄 ヨク喀疲 ノ探取 ガ可能 デアヅタ｡往 吉法

二從 ヒ5%硫 酸フkニテ慮 置 シ、3000同 廻 韓遠

心 シテ、Petragnani培 地 二植 エ、約2ケ 月聞

観察 シタ｡

2)「 ヅベ ル クリン」皮 内反慮 ハ傳研 藤 「ツベル

ク リン」液2000倍 稀 繹0.1ecヲ 用 ヒ、48時 間 後

制定｡

3)赤 沈 値 ハ1時 間値 ノミテ探 ツタ｡

4>滲 出液 ヨリノ結核菌培養法 ハ第11篇(?ffテ

滲照サレタイ｡

5)肋 膜炎 テー次性蚊二二次牲二分 ケタ｡一 次

姓肋膜炎 トへX線 像漿化 ノナイモ ノ郎チ所謂

眞正特登性肋膜炎二罵 スベキモ ノ、肺門部 ノ曇

リノ程度 ヨリ肺門淋巴腺腫瘍状二増大 スルモノ

輕度 ノ限局性浸潤 ラ認 ムルモ ノ、血行性早期撒

布像 テ認ムルモノ等ヲ意味 シ、二次姓肋膜炎ニ

へ 粟粒結核 ノ像 ヲ呈 スル晩期型血行撒布 ノモ

へ 慢性肺結核 ノ像テ示スモ へ 叉其 ノ中特二

管内性播種 ノ像著明ナモ ノ、陳藷性病竈 テ認ム

ルモ へ 肺尖結核 ヨリノモノ等 ヲ入 レタ｡

第1表X線 像ト喀疲培養
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懸 三、培養成績拉 二考按

〔1〕X線 像 ト喀疲培養｡

滲 出姓肋膜炎96例(一 次性70例 、二次性26例)

申喀疲培養 ヲ施行 シ得 タ82例(一 次性58例 、二

次性24例)ノ 培養成績 ヲ第1表 ノ如 ク分類 スル

ト、一次性肋膜炎58例 中25例(43.1%)、 二 次

牲肋膜炎24例 中16例(66.7%)、 之 レテ絡計 ス

ル ト82例 申41例(50.0%)二 陽性成績 ヲ得 タ｡

更 二此 ノ培養成績 ヲ各培 養同激 ヲ輩位 トシテ観

ル ト、一次性肋膜炎206同 中52同(25.4%)、 二

次牲肋膜炎56同 中30同(53.6%)、 之 レヲ全盟

カラ見 ル ト261同 中82同(31.4%)ト ナル｡

次 二培養基 上 ニ爽見 スル聚落 二就 テ見ル ト、一

次性肋膜炎 二於 テハ聚落ハ散 在的昌少教(15個

以 下)褒 生 スル揚合 ガ多 イノニ反 シテ、 二次性

肋膜炎二於 テハ聚落 ノ多撒(100個 以 上)或 ヒバ

塗 粥 票本 ニテ陽性 ノモ ノガ非鴬 ニ多 イ｡

郎 チ、例数 ノ上 カラモ、同歎 ノ上 カラモ、 二次

性肋膜炎 ノ喀疾培養陽牲牽バー次性肋膜炎 ノソ

レニ比 シテ蓬 カニ高 イコ トハ當然納得 出束 ル ガ

ー次性肋膜 炎二於 テモ相當多薮 ノ結核 菌喀 出者

ノ存在 スル コ トハ注 目二値 スルコ トデァル｡叉

一次性肋膜 炎中X像 線 二肺野
、肺 門部 二憂化 ノ

認 メラ レナ イモ ノニモ13例 中4例(49同 中5同)

二培養 陽性 デアル コ トノ・、既二結核初感染 ノア
　

ル コトハ確 カデ アリ、X線 上所 見 テ認 メラレナ

イ程 度 ノ時期即 チ非常 二早期 ニモ肋膜炎 ノ褒生

シ得 ルモ ノデアル づトカ判 ル｡其 ノ他 ノモ ノハ

多少 ノ差 ノ・ア レX線 像 二 結核性 攣化 力認 メ ラ

レ ルレo

斯 クテ、比較的輕症 二経過 入ル…次牲肋膜炎 二

於 テハ其 ノ聚落 ハ少薮 ノモ ノガ多 ク、明 カナ結

核 性基礎 疾患 テ有 シテ経過 ノ重篤 ナモ ノノ多 イ

ニ次性 肋膜炎 ハ其 ノ聚落 ノ藪 モ非常 二多 イ場合

力多 イコ トハ、雨者 ノ爾後 ノ病勢 ノ進展、豫後

ノ上二重要 ナ指示 テ與 ヘルモ ノデアロウ｡

〔皿〕 喀疾及 ビ滲 出液 ヨリノ結核 菌検 出 ト病

型｡

96例 ノ滲 出性肋膜炎 二就 テ 喀庚及 ビ滲 出液 中

結核 菌 ノ有無 ト病型 トノ關係ハ第2表 二示 スヨ

ウデアル｡一一次性肋膜炎70例 中喀疾 ヨ リ結核

菌 ヲ諦明 シタモ ノ25例(35.7%)、 中20例(28.6

%)ハ 喀 疾、滲出液 ノ雨者 カ ラ菌 ヲ謹 明 シテヰ

ル｡喀:養 陰性45例(64｡3%)中34例 ハ滲 出液 ノ

£カ ラ薗 テ謹明 シテヰルガ11例 ハ雨者 トモ陰

牲 二終 ツテヰル｡二 次性肋膜 炎26例 中喀 庚 ヨ

リ菌 テ検出 シタモ ノ16例(61.5%〉 デ、 コレラ
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第2表 喀疲及ビ滲出液yリ ノ結核菌検出 ト病型
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第3表 喀疾中結核菌 ト滲出液中結核菌 ノ相關
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()内 ハ、中、二次性肋膜炎 ノ鍛ヲ示ス.帥 、割弧外 ノ職字バー次性及二次性肋膜炎ノ合計 ヲ示ス.

全部ハ滲出液中 カラモ菌テ謹明 シテヰル｡喀 疾

陰姓10例(38.5%1中8例 ハ滲出液中結核菌陽

性、2例 ハ喀疾及 ビ滲出液 爾者共轟陰性 デア

ルo

〔朗 喀擁 中結核菌 ト滲田液中結核 菌 トノ相

閑｡

第3表 二見 ラレルヨウニ、結核菌 ノ喀出 ノ読明

サ レナ イ肋膜 炎 ノ滲 出液 カ ラモ80.5%ト 云 フ

高 傘 二結核 薗 ヲ培 養謹明 サ レ、其 ノ聚落撒ノ・極

ク少数 ノモ へ 中等数 ノモ へ 多撒 ノモ ノト皆

略{等 シイ例数 ヲ示 シテヰル｡喀 疾中結核菌 ヲ

謹明 シ得 タ肋膜 炎 ノ滲 出液 カ ラハ85.4%・ ・m結

核 菌 ヲ培 養謹 明 シテ居 リ、喀疾申結 核菌 ノ無 イ

モ ノ ト殆 ン ド其 ノ陽性 率 二差 ノ認 メラレナ イコ
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トノ・面 白 イコ トデアル｡又 喀疾 申結核 菌聚落 ノ

多寡 ト滲 出液 中結核 菌 ノ聚落 ノ多寡 トノ間 三ハ

ー定 ノ相關的 ナ關係 ハ見出 サ レナ イ｡

叉 逆 二、滲 出液 申結核菌 ノ謹明 サ レナ イモ ノ

ノ喀疾培 養 ハ42｡9%轟 菌 陽性 デアリ、滲 出液

申結核菌 ノ讃明 シ得ル モ ノ ノ喀疲 ニ テハ、51.5

%ノ 陽 性卒 ヲ示 シテヰルガ、 コ ノ雨者 轟モ認 ム

ベ キ差ノ、ナ イ｡

郎 チ、菌喀出 ノ有無、其 ノ聚落 ノ多寡 ハ滲 出液

中結核菌検出率 ニハ差 シタル深 イ關係 テ見 出 シ

得 ナ イ ト云 ツタ方 力妥 當 ト思 フ｡叉 喀疾 中結核

菌 ノ聚落 ガ多 イカラ滲 出液 中ニモ多 イ トカ、喀

庚 二菌 ガ少 ナ イカラ滲 出液 屯ニモ少 ナ イ ト云 ツ

タ ヨウナ 相關 スル ー定 ノ法則等ハ 認 メ ラ レナ ・

イ｡

熊 谷教授 ㈹ 閣 モ之 レトハ全然別 ナ立場 二於 テ、

帥 チ、初感染症 ノ喀疾培養 二就 テ、菌喀 出者 ノ、

肺霧 ニナル例 ガ多 イガ、菌陰性者 ノ・肺携 二移行

スルモ ノハ ナ イ｡然 ルニ初感 染症 カラ肋膜炎 ガ

繍獲 スル場合、菌 陽性者24例 中7例 、菌陰性

者25例 中5例 ノ肋膜 炎 ノ糞生 ラ見、喀疾 中菌

ノ存 否ノ・肋膜 炎 ノ登生 ニハ關係 ガナ イ ト述 べテ

ヰル.

是 二於 テ熊谷教授 ノコ ノ例 ト余 ノ場合 トノ・喀 庚

中結核菌 ノ肋膜 炎登生 轟關 シテー脈相通 ズル ト

コロガ ァル ト思 バ レル｡即 チ余 ハ斯 客云 ヒタ

イ｡肋 膜炎 ノ喀疾 中結核菌 ノ意義 ハ滲 出液襲生

ニノ・關係齢 ナ 久 寧 ロ結核症 トシテ ノ豫後 ノ問

題 デアロウ ト考ヘ ラレル｡

第4表 滲出液量 ト喀疲中結核菌 ノ關係

▽喉
＼

＼培養

＼
滲出 ＼.液
量 ＼＼

培 養 成 績}聚 落 鍛
}一 一_一 一 　

二次性一次性肋膜炎
一 一 一

喀(一)

滲

(一)

}

二次性肋膜炎
　 "㎝』一}一 … 一 ㎜ 『瀞…'-

1　 一 智一 一

喀(一)

脚…}一

}

一次性
←

例

激

… …一 一}}一 帰日 月

喀(+)

… 酬鼎　 }

解

数
騰

喀(+)

　 喘"

剃 滲
(+)1(一)

♀
、_ノ

曾
曳 ノ

1

粛
)
繍
)

i

塗

抹

陽
性

↑
)
栴
㌧

il

蕪
)

}塗

抹

陽

性
滲
(+)
滲

(一)

滲
(+)

滲
(+)
滲(
一)

霧

1)1

少 量 函
5｡十1.

(22｡0%)

9.十10.
9

-

12

7.十 〇.

(77.8%)

2｡十 〇｡
2

三

π

1

三

了

1

一

三

1i1
_L
2}1了

一 嘔

§1鵬

li

2

妊
…

一

中 等 量
}-

28
-

17

6.十2｡

(28.6%)

19.十1. 8｡十 〇.

(66.7%)ゴ

3.十1.

大 量
9.十2.

(64.7%)

6.十 〇.
5
1.十 〇.

(20.0%)

3｡十1. τ
} 一;一

旨

i
了

註 滲出液瀦溜少量 トノ・、試験穿刺 ノ程度叉ハソレヨリ少シク大量ノモノ(約100㏄ 以下)

大量瀦溜 トへ 胸部肺尖近ク迄濁音アリ、胸苦、呼吸困難等自魔症状 ノ強キモ ノ、

以上 ノ外ハコレヲ中等量滲出液瀦溜 ノ部二入 レタ｡

9V〕 滲出液瀦溜量 ト喀疾中結核菌 ノ關係

(第4表)

一次性肋膜炎二於 テハ滲出液瀦溜 ノ大量ナモノ

程喀疾 中結核菌 ノ陽姓卒ハ高 イノニ反 シテ、二

次性肋膜炎デノ・滲出液 ノ多 イモノ程喀庚中結核

菌 ノ検出卒ガ低 イト云 フー見奇異 ナ結果 テ示 シ

テヰル｡

W.Neumann「eg)ハ 滲出液 ヲ惹起 スルニ必要ナ

ーツノ要素 トシテ個艦 ノ充分 ナ防禦力 ノ存在テ

暴ゲ、熊谷教授ノ、滲出性肋膜炎ノ・結核二封 スル

一 ツ ノ防衛装 置デ ァル ト考 ヘテヰル｡コ ノ貼 カ

ラ考 ヘル ト、一次 姓肋膜炎 二於 テノ・個燈 二倫 ホ

充分 ナ防禦力 ガ アツテ滲 出液瀦 溜 ノ多寡 ノ、病勢

二比例 シタ反癒 デ アリ、大量 ノ滲 出液瀦溜 ハ病

勢 ノ重篤 ヲ示 スモ ノ トモ考ヘ ラレ、喀疾 中菌 ノ

陽性度 モ高率 デ アツテ ヨイ筈 デ ァル.コ レニ反

シテニ次姓肋膜炎 ハ基礎肺疾 患 ノ病 勢重 篤度 二

逆比 シテ其 ノ防禦力 ノ低下 シテヰルモ 生ト考 ヘ

ラ レ、其 ノ防禦力 ノ低下ニー致 シテ滲 出液 モ少

量 トナ リ、逆 二喀疾 中結核 菌 ノ検 出傘 モ多 クナ
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第5表 「ツベルクリン」皮内反懸(2000倍0.1、48時 後)ノ 滑長 ト喀痕中結核菌培養成績

讐塑＼＼
》
簿

)

硬

十

晦

(

ノ

・轡(滲 十)降)陽 性率 …

m搬 以 下 ノ 儘 61

『

7

-

11

_}

1

-

6

1.十 〇｡

　篇 研 一}喩

1nm以 下 ノ 儘

一

4｡十 〇.

艦

メ10m田 以 下 、経
ト共 二10覇 陰m以 上

示 ス モ ノ

5.十 〇｡
1

ト

ル

過 中 二10鶉 農搬 以 下

低 下 ヲー時 示 ス モ 0.十 〇｡

過 ト共 二10m燃 以
ニ低 下 スル モ ノ 3.十1.

二10㎜ 以 上 65 23.十4.

16.7%

57.1%

50.0%

41.5%

註xノ3例 ハ皆 、 陰 性 ア ネル ギー ノ状 態 ニ アル 二 次性 肪 膜 炎 デ ア リ、 中2例 ハy線 上 粟

粒 結 核 ノ像 ア リ、 死 亡、 他1例 ノ・重 篤 ナ慢 性 肺 結 核 ノ未 期 デ ア ル｡・ ・

ル所以 デ アル｡

而 シテ、 コレラノコ トハ其 ノ聚落 ノ多寡 二就 テ

モ、陽性率 ホ ド明 カデハ ナ ィガ略 胤同様 ナ コ ト

ガ云 ヒ得 ラレル｡

〔V〕 「ツベル クリン」皮 内反慮 ノ消長 ト喀 廣培

養 ノ成績｡(第5表)

肋 膜炎96例 中、観 察期間 中「ヅ」反慮 ノ5mm

以 下 ニ テ経過 セルモ ノ6例(6.3%)、10mm以

下 ニテ終始 シタモ ノ7例(7.3%)、 郎 チ全盟 トシ

テ10mm以 下 ノモ ノ13・6%二 及 ンデヰル｡

文 獣 ヲ按 ズ ル ト、Orosz㈹ ハ130例 中5例(3｡8

%)、 金 井、見谷、有末氏等(3s>ノ466例 申10例

(6.%)、 熊 谷教授anハ176例 中13.%二 「ツ」反

慮陰性例 ノ報告 ガ アル｡余 ノ場合 モモシ10mm

以 下 テ陰性 トス レバ熊谷教授 ノモ ノ トヨク符 合
轡

、噂

スル ノテ アル｡

叉 、肋膜 炎獲生 時「ツ」反慮10mm以 下 デア リ

経過 ト共 二10mm以 上 二檜彊 セルモ ノノ・96例

中11例 二見 タ｡結 核性 肋膜炎 中ニハ皮 内反鷹

陰姓叉ハ微 弱反慮 ノ儘 獲病 スル コ トノ、金井、見

谷、有末氏等 岡 ノ研究 モアリ、一般 二認メラレ

テヰルトゴロデアル｡諭

蝉要之
、結核性肋膜炎中ニハ皮内反慮 ノ陰性叉ハ

微弱反慮 ノ歌態ニテ嚢病 スルモノモ可成 リアリ

而 カモ肋膜炎治癒二向フ相當期間中モ尚ホ陰性

叉ハ微弱反慮 ノ儘纒過 スル例 モ多 イコトガ鯛

7レe

次 ギニ、 コレラ肋膜炎 ノ「ツ」反慮 ノ消長 ト喀擁

拉 二滲出液 中結核菌 ノ培養成績 テ観 ル ド、 「ヅ」

反慮5mm以 下 ニ テ経過 セルモ ノデハ16.7%

二、10mm以 下 二終始 セル モ ノデノ・57.1%二

喀疾 中結核菌 ラ謹明 シ、 コ レラ糖 テハ同時 二滲

出液 中 カラモ菌 テ培養謹明 シテヰル｡更 二喀疾

中結核菌 ヲ謹明 セ ラレナ イモ ノデモ滲 出液 カラ

菌培養可能 ノモ ノガ多 イ.即 チ、 「ツ」反 慮 ノ陰

性又ハ微弱反慮 ノ場合 デモ結核 菌 ハ喀疾叉 ノ・滲

出液 カ ラ培養謹明 サ レル場合 ガ非常 二多 イコト

カ判～レノデ、「ツ」反慮 ノ陰陽 ノミデハ肋膜炎 ノ

結核姓 デアルナ シラ決 定 スル コ トガ如何 二冒険

デ アルカ鵬 願 ケル｡
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「ツ」反慮10mm以 上 ヲ昭示 スモ ノカラハ約 半撒

二喀 疲中結核菌 ヲ讃明 シ{喀 疲 中菌 テ謹明 サ レ

ナ ィ場合 デモ滲 出液 カラハ更 ニ多 クノ菌培養 陽

性例 ガ見 ラレル｡

又 、喀疾 中結核 菌 ノ聚落藪 二就 テ観 ル ト、「ツ」

反慮陰性叉ノ・微弱反慮 ノモノノ聚落ハ培養 ニ ヨ

ツテ僅 カ シカ見出 セナ ィ｡例 外 トシテ、5mm

以 下 ノ1例510mm以 下 ノ2例 ノ塗抹標 本陽

性5ζ ハ培養聚落 多薮 ノモ ノハ皆、 二次性 肋膜炎

(2例 ハ粟粒結核、後死 亡、1例 ハ慢性 肺結核 ノ

第6表

末期)ノ 陰姓 アネルギー ノ状態 二在 ルモ ノデ ア

ルe

「ヅ」反慮10mm以 上 ノモ ノノ・聚落 ノ多撒 ノモ
轡

億

ノ、僅 少ナモ ノ等種 々デ ァル｡

〔VI〕 赤 沈値 ト喀疾培養｡

赤 沈値 力滲 出性肋膜 炎ニ テハ著明 二促進 スル コ

トノ・日常吾 々 ノヨク経験 スル トコ・デァルカ、

一方赤沈値 ノ低値叉 ハ正 常値 ヲ示 スモ ノモアル

コ トハSigurd㈹,Gudehus〈34>,岡 部 氏等(35)二

依 ツテ認 メラ レテ ヰル｡余 ハ第6表 二示 ス ヨウ

赤沈値ト喀疾培養成績
'＼

、 、、

'曙 疾 培 養

＼
、
、

赤 沈 値 ＼ ＼＼

＼一 一一 一

1

髄 膓性
{ 陽性酬

}
」

!聚 落 数

同藪 回轍
(+)

-w-7層_

i

(什)i(柵)き

『 … 「{{　

1一
1-10組 醗

`7
1 14.3%

1
11--25mm 26 7 26.2% 2 i甕

i213

26-50塒m 80 23 28.8% 8 24 7 2
'51 -75鑑nm

一

44 15 34.1% 7 212
「

41

76mm→ 69 31 44.9% 9 1i4 1「4一一一一
二、赤沈値26-5Dmmテ 示 ス場合 カー番多 ク

・51mm以 上 テ示 スコ トモ非常 二多 イ コ トガ知

ラ レル｡然 ルニ10mm以 下 ト云 フ例 モ少撒 ナ

ガラ確 カニ認 メタ｡

赤 沈値 ト喀疾培養 ノ成績 ハ赤沈値 ノ促進 スルニ

從 ツテ 培養陽性率 モ漸次 檜 ス傾 向 ガ認 メ ラレ

蹄鹸

ル｡又 其 ノ聚落薮 二就 テハ著 明 デハナ イガ赤沈

値 ノ促進 スルモ ノニ聚落 ノ多薮 見受 ケラ レル例

ガアルカ、必 ズ シモ赤沈値 力喀疲 中結核 菌 ノ多

寡 ニバ カリ左右 セ ラレル モ ノ トノ、考 ヘ ラ レナ

イ｡

結核症 二於 ケル赤沈値 ト喀疾培 養 ノ關係 デ追 及

第7表 年齢別、性別 ト喀疾培養成績

＼

＼ 一
一

一 次 性 肋 球炎 炎 二 次 性 肋 膜 炎

計女男

曳＼

＼年齢

喀(十) 喀(一)

滲(+)鰺(一)… 滲(+)鰺(一)i

i

男 抜 計

i蓼

Lngww(㌔ 腔(一)

5歳 → Oi1 1{ 1 1 1
一一丁 一 一 …

…

6-10 4
-

8

2 6{ 6
i+一

11-45 6 14i4 2 7 1 2 1 3 1 0

16-20 10 13 23F年 1 ∬ 5 3 3 6 5 0

21-25L弘 4 8 0 3 1
'-

1 2 3 3 0

26-3010 6 1 2 2 3 3 1 0

31-40 4 3
」_,1
74 0 3 1 2 3 1 0

41--50 3 2 51
昭

1 1 2 4 4 4 0

51→ 0 0

37 {、 34 11

3

14 12

3

26

1

16

0

33

0

70絃015 0
謬 巳 竪

う 　 　

鰺(+)滲 」一 惨(+)鰺(一)
1

2

囎
-

9
～
…
-

1

i-一 一8

1

噌1

一
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シタ業績 ノ、勘 ナ イ、唯 、集 團検診例 二於 テ若干

其 ノ報 告(N(9〕ズ アルニ過 ギナ イ｡余(25>ハ 嚢 二

集 團検 診 ノ例 二於 テ、一般 ノ結核症 ガ赤沈値 ノ

促進 ノ少 ナイモ ノニ培養 陽性例 ノ多 ク、捉蓮 ト

共 二聚落 ノ壇 加、 塗抹標 本陽性 ノ傾 向 ヲ認 メル

ト述 ベ タカ、 今同滲 出性肋膜炎 二就 テハ ソ レラ

ノ關係 ガ著明 ヂナ イコトテ知 ヅタ｡

第8表

〔Vll]年 齢 別、性別、及 ビ患側別 ト培養｡

第7表 二示 ス ヨウニ、一次性 肋膜 炎 ハ16-20歳

二最 モ多 ク、 コノ年代 ノ前後 ノ年 代 ガ之 レニ次

グ礎生奪 デ アル｡二 次 性肋膜炎 モ16-20年 二

多 ク爾後 ノ年代 ニモ老年 二至 ル迄可成多藪 二見

受 ケ ラレル｡

患側ト喀疾培養

病型 一 次 性 二 次 性

警
側

4但

例 喀(+)

籔 鰺(+)滲(一)

__..L

35至 δ「2

t41
14 3

喀(一)ギ 例

滲(+)1滲欄

20

16

汀而

喀(+)

滲(+)1滲(一)

7 0

喀(一)

滲(+)1滲(一)

72

107018
一

'

第9表 肋腹膜炎 ト喀疾、養

＼ 培養病型 例
＼＼

肋 腹 膜 炎1

一 次 性

喀(+)

二 次 性

籔 滲(+)}滲(一)

喀(一) 例 喀(一)喀(+)

滲(+)b(一)藪 滲(+)∫酬 滲(+)i滲(=1

6回 ・1・1・1 5 3い 同 ・

註

喀 疾培養 ハ10歳 以下 二1名 モ陽性例 ノ見 ナ イ

ノハ喀疾探取 ノ拙劣 ニ ヨル モノ ト思 フ｡・

患側別 ニ就 テハ第8表 ノ如 久 、左右患側 ノ別 ト

喀庚陽性傘 トノ差ハ著 シクナイ｡

〔V面 腹膜 炎 ヲ合併 セル例｡(第9表)

穆 中1例 ハ腹水中結核菌陽性、他ハスペテ肋水中ノ成績デアル｡

四、結

1)一 次性及 ビニ次性肋膜炎合計82例 ノ喀疾

培養ヲ行 ヒ、50.0%二 陽性卒 テ得タ｡一 次姓

肋膜炎 カラ43.1%ノ 高卒二喀疾申結核菌ラ謹

明 シタコトハ注 目二値 シ、防疫上 ノ意味ガ重大

ア ア ル｡

2)肋 膜炎 ノ喀疾中結核菌 ノ意義ハ滲出液 ノ登

生売ハ關係 スル トコロ紗 ク、寧 ロ、肋膜炎 ガ結

核症 トシテ ノ豫後 ノ問題デアル｡其 ノ聚落 ノ多

一次姓肋膜炎二6例
、 二次 性肋膜炎 二5例 ノ腹

膜 炎 ノ合併 叉ハ績登 ラ見 タ｡・…一一一…次性肋腹膜炎6

例 申4例 二腹水培 養 ラ行 ヒ、 申1例 ノ、コノ中 カ

ラ結核 菌 ラ培 養謹明 シタ｡喀 疾培養 ノ威 績 ハ第

9表 二掲 ゲテアル｡

語

寡 ハ爾後 ノ病勢 ノ進展二重要ナ役割ヲ演 ズルモ

ノト考フ｡

3)肋 膜炎ハ皮内反慮 ノ陰性又ハ微弱反慮(10

mm以 下)ニ テ嚢病 スルコト多ク、又陰性叉ハ

微弱反慮 ノ儘経過スル例モ多イ｡而 シテコレラ

ノ場合ニモ結核菌ハ喀疾(又 ハ滲 出液〉カラ培養

謹明サ レル場合ガ非當二多 イノデ、皮内反懸 ノ

陰陽 ノミデ結核姓ヂァルナシバ決定出來ナイ｡
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、

4)赤 沈値 ノ檜加 ト共二喀疲申結核菌 ノ堵養陽

性率モ漸次壇 ス傾向ガ認メラレルガ、赤沈値 ノ

遅促ガ喀疲申結核菌 ノ多少二左右サ レル トノ・考

ヘラレナイ
o

稿 ヲ終 ルニ臨 ミ、

恩師慶大教授 西野先生 ノ本研究 ノ課題 テ余 二與

ヘ ラレタコ ト、御校 閲 ヲ賜 ツタコ トヲ謹謝 シマ

ス｡爾 ホ、院長 三方博1:ノ 終始御懇篤 ナ御指導

テ感謝 シマス.
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